
第 392回 昭和の森自然観察会 

早春の生き物たち 

平田 稚江子（千葉市） 

日 時：2025年 3月 9日（日）10：00～12：00 天候：晴れ 

参加者：15名（大人 11名、子ども 4名） 

担当指導員：山下、平田、指導員 4名、管理事務所 1名 

前日の下見は寒すぎて早春の花は開かず虫は見当たらずで不安でしたが、当日は日が差

し、子どもたちの声に元気をもらったか、オオイヌノフグリ、ヒメオドリコソウ、ホトケ

ノザなども花を開いてくれました。ホトケノザの小さな花から蜜を吸い「甘い！」と嬉し

そうな子どもたち。ここで、あらかじめ配っておいた栞に草花で色を付けて栞を作っても

らいました。大人の方々も熱心に取り組んでいて、私たちの想像を超える素晴らしい出来

栄えでした。カタクリの斜面に向かって歩いている途中で、カントウタンポポ、ジシバ

リ、ノゲシなどの黄色い花を見つけ、昨日は咲いていなかったタチツボスミレが日差しを

浴びて可憐な花を咲かせていました。斜面では、キツネノカミソリの葉がたくさん出てい

ましたし、カタクリの葉もちょこっと地面から出ていました。ここで少しカタクリの話を

してから斜面の向かい側で宝探しのようにツクシを探し、小さな頭が出ている数個を見つ

けました。この場所はオオイヌノフグリが占有していたはずが今やフラサバソウに取って

代わられてしまいました。フラサバソウの説明をして、ルーペを使ってじっくり観察して

オオイヌノフグリに比べ毛深く花も小さいことを確認しました。 

瑠璃色に輝く小さな昆虫コガタルリハムシを発見、さらにギシギシの葉裏に小さな卵もみ

つけました。いよいよ子どもたちが大好きな田んぼの生き物観察です。ここには毎年ニホ

ンアカガエルが産卵にやってきます。そのニホンアカガエルの卵塊やオタマジャクシに触

れ、見た目よりしっかりしている卵や触ったときの感触など貴重な体験ができました。 

メダカ、ホトケドジョウ、カワニナ、ヤゴなども観察出来ました。クロモジの新芽の独特

なかたち、さわやかな匂いなどは参加者の皆さんに大好評でした。最後に今が盛りの梅林

へ行き梅の香りに包まれ疲れを癒しました。近くにミツマタ、ヒイラギナンテンなどが植

えられていたので見てみると「枝が三つに分かれている！」とミツマタを見て指摘する子

が、鋭い観察眼はさすがです。参加者からは、カエルの卵を触ったこと、色々な植物がみ

られたことなどが楽しかったとの感想を頂きました。また栞作りが好評でした。 

   

すてきな栞 卵に触ってみる ヒイラギナンテンの葉は痛いね 


